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さや，過去に犯した過ちに対して，Plomer

は容赦ない批判をしている。クリケットや犬

への執着を皮肉っているのは，同族への愛情

の裏返しとも思えるが，アイルランド人の感

情を無視した征服のやり方を非難したり（p．

339），イギリス紳士の偽善的態度を皮肉った

夏目漱石の文章を引用して，共感を示してい

るところは公平だといえるであろう（p．352）。

　最後に，この自叙伝のキーノートといえる

文章を紹介してお二う。

r私が偶然にも南アフリカと日本に住んだ

ことは，私にとって特記すべきことだ。南

アフリカでは白人の支配という考えが，狂

信的な信条にまで商められ，その支配の最

終段階の盲目的な無節操な擁護が行なわれ

ていた。日本は，アジァで最初に西欧の機

械と工業技術を摂取するのに成功し，最初

に近代のヨーロソパの強国を武力で打倒し，

そして植民地領土を征服することによって，

ヨー・ッパは無敵だという，アジアの諸民

族にまだ残っていた幻想を最初に決定的に

打破した国である。日本の軍国主義者の帝

国主義は，他のいかなる国の帝国主義にも

劣らず嫌悪すべきものであることが判明し

たが，私はその帝国主義への傾斜と将来の

結果を洞察し，それに対する憎悪をすでに

公表していたから，とくに驚かなかった。

第二次大戦中の日本人の残虐行為を許そう

とは思わないが，そこに至る諸原因を理解

しようと努め，その中に，欧米人が日本人

に示した悔蔑の念に対する復響心を認める

のは不当とは言えないであろう。戦争が終

るとすぐ，私は日本の友人たちと接触を始

めた。日本人が戦争俘虜の虐待と虐殺に責

任があるとしても，私もヒ・シマの破滅に

対してそれに劣らぬ責任を感じた。個人同

志を続ぶきづなが断ち切られたならぱ，あ

とに何が残るであろうか。よりよき世界，
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あるいはよりよき未来への希望のみしかな

いが，希望よりましなものは握手なのだ」

（pp．408－9）。

　これはまさに二十世紀ヨー・ッパの知識人

の良心の声である。

　Virginia　Woolfは晩年の十年間に，r小説

よりも自叙伝の方がはるかに面白い。いかな

る自叙伝でも小説よりは読みでがある」と

Plomerに何度も語ったという（p，258）。あ

れほどフィクションに熱中したWoolfの言

葉として興味深いが，このPlomerの自叙

伝も，不思議な魅力をたたえた作品だと思う。

もと1）o％δ」8L∫”θ5（1943），・4’Ho彿θ（1958）の

二巻として発表されたものに，後年Plomer

が手を加えて一巻としたものである。

Wllliam　Plomerl　Thθオ昭oδゼ08吻hタヴ

PVf”∫α挽P♂o翅θ7，Jonathan　Cape，1975。
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M疏h躍■耀o妨1848－1888（1895）の序文

によれば，伝記を書いてくれるな，というの

がアーノルド（1822－1888）の切なる願いで

あったという。アーノノレドのこのような意思・

を尊重してか，本格的、標準的なアーノルド

伝は，最近まで書かれたことがなかった。
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　勿論，おぴただしい数に上るアーノルドに

関する個別研究は，ほとんどみな多かれ少な

かれ伝記的要素を含んではいる。とりわけ，

r精神の伝記」を試みたLionel　Trillingのア

ーノルド研究（1939），E，K　Chambersの

簡潔な伝記的，書誌的研究（1947），フラン

ス語で書かれたLouis　Bomerotの詩人とし

てのアーノルドの心理的伝記（1947）などに

は，当然のことながら，かなり伝記的要素が

取り入れられているが，これらの研究はいず

れも，アーノルドの近親者たちによって相当

の検閲削除を受けたといわれる上記ラッセル

編の『アーノルド書簡集』に依拠したもので，

真に信頼し得るアーノルド像を描き出したと

は言えなかった。アーノルド自身の遺志がど

うであったにせよ，死後百年近くになろうと

する今日，アーノルドの私的，公的生活およ

び著作活動を含むアーノルドの全体像を描く

本格的伝記の出現が待望されていた。そのよ

うな要望を満たしてくれるのが，ここに紹介

するパーク・ホーナン著『マシュー・アーノ

ルド伝』である。

　ホーナンがアーノルド伝の決定版を書こう

と思い立ったのは，1970年であったという。

幸い，アーノルドの自筆の手紙は殿損される

ことなく保存されていた。ホーナンは未公開

の手紙，私的日記，公的日記，ノートブック

などにくまなく当たり，アーノルドに関する

あらゆる伝記的事実を見つけ出そうと努力し

て，10年の歳月を経て，このアーノルド伝を

書き上げた。こ二には現在我’々の望み得る最

も完全なアーノルド像が提示されているとい

ってよい。

　この伝記は2部に分れていて，1851年，す

なわち29歳（28歳で結婚）までを扱った第

1部のほうが，カバーする年月は短いにもか

かわらず，占める頁数は第2部のそれよりも

かなり大き恥。この配分は従来比較的軽く扱

われてきた（というよりは伝記的資料の入手

閲覧上の支障のために軽く扱わざるを得なか

った）若き日のアーノルドーその幼少時代，

ノぐブリックスクーノレおよぴオックスフォード

での学生生活，親友Arthur　Cloughとの交

友，Mary　Claudeなる女性への愛着など一

に，ホーナンの伝記作者としての画期的な研

究の主力が注がれたことを示唆する。アーノ

ルドの文筆活動からいえば，散文よりも詩に

十分な注意が払われているとも言えよう。

　アーノルドがどのような幼少時代を送った

かについては，数々のエピソードを交えて詳

しく語られているが，明らかなことは，アー

ノルドがクラフとは違って，ラグピー校の名

校長であった父アーノノレド博士の息子たるに

ふさわしい模範生ぶりを一向に発撞しなかっ

たことである。愛情こまやかではあるが心配

性の気味のあった母親によれば，14歳頃のア

ーノルドは，「怠惰で，無頓着で，学校をず

る休みし，虚栄心が強く，社交的過ぎ」たよ

うである。このような傾向は，人格者だった

父親の無言の圧力をかわすための・かりそめ

のマスクという消極的な意味に解するよりは，

外圧との関連において自己のアイデンティテ

ィを模索し確立しようとする自我の積極的な

現われであったと解すぺきであろう。父アー

ノルド博士も，このような傾向を示す長男を

案じてはいたが，強いて自分の鋳型に怠子を

はめ込もうとはしないだけの寛容と愛情を備

えていたし，一自、子も自我を貫き通すだけの精

神的強さを持っていた。こうして，世間によ

く見られる，立派な父親対不肖の息子間に生

ずる相互反搬，憎しみ合い，というおきまり

のパタンをとらずに済み，アーノルドは生涯

父親に対して敬慕の念を持ち続ける乙とがで

きたのであった。

　親もとを離れて過した3年間のオックスフ

ォードでの学生生活を，アーノルドは思う存

分楽しんだらしい。指示された学業に専念す

る代りに，気ままに読書し，ワイン・ウィス
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キー・パーティーに足しげく通い，トランプ

の賭けで負けて母親に無心の手紙を書いたり

している。また，ダンディーぶりを発揮して，

化粧台に，ポープの『髪盗み』の中のベリン

ダ嬢よろしく，化粧水，香水のたぐいをずら

りと並べて，たまたま訪ねて来た姉のジェー

ンを唖然とさせたりもしている。後年アーノ

ルドは，rオックスフォードでの生活は，お

そらく，私の生涯で最も自由で楽しい時期で

あった。私はその地の束縛やしきたりをすべ

てかなぐり捨てたのだった」と回顧している。

　このように大いに羽を伸ぱした結果，アー

ノルドは3年間のギリシア・ラテン語文献学

に対する無関心を，指導教官の下での数週間

の詰め込み勉強で埋め合わせしなけれぱなら

ない羽目に陥った。しかし，時すでに遅く，

1844年の優等試験では第2級の学位しか取

れなかった。r家族の者に対しても自分自身

に対しても何となくすなおになれないという

意識と複雑にからんだ，漢然とした喪失感，

心地の悪いあこがれ，自分と世界にっいての

当惑」に悩まされたのは，この時期である。

　スイス詩篇（「Switzerland　Poems’）と一般

に呼ぱれている一連の詩（‘Meeting’，一Part－

ing㌧‘A　Farewelr，‘lsolation，To　Marguer－

ite’ノTo　Marguerite－Co剛伽駕θ♂，‘Absence7，

The　Terrace　at　Bemeン に登揚するrマー

ガリート」という女性が誰を指すのか，それ

は実在の人物であったのか，それとも架空の

女性に過ぎないのか，にっいてはかつて両論

の対立があったが，トリリングがアーノルド

の詩作法，内的証拠，アーノルドがクラフに

宛てた手紙などを手掛りに，実在の人物に聞

違いなしと断定してからは，ではそれが誰な

のかという問題をめぐつて議論が絶えなかっ

た。ホーナンは，一章を設けて（第7章The

Intensity　of　Love　1848－1849’），　これがク

ラフの妹アンの親友であったメァリー・ク・

一ド（フランス系で1820年．ペルリン生れ）
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という女性であることを明らかにしている。

ホーナン積年の苦労は酬いられたことになる。

我々は，これによって，アーノルドは自らの

体験に根ざさないような詩は書かない詩人で

あった，というトリリングの指摘が正しかっ

たことを改めて悟る。そして，アーノルドが

最良の詩を書いた時期は，rやるせない喪失

感と安心感とがいっしょになっていた時期と

合致する」というホーナンの意見にも，なる

ほどと思わせるところがあることに気付く。

　個々の伝記的事実の発堀もさることながら，

ホーナンが卓抜な手際を見せているのは，詳

細な証拠や実りある関連事項を提示すること

によって，すでによく知られているアーノル

ドの精神的発達のプ・セスを明確に照し出す

ときである。例えば，アーノルドの生涯でき

わめて重大な年，1850年における‘Emped－

ocles　on　Etna’の制1乍，大好きな姉ジェー

ンの結婚に際しての激しい動揺，Frances

Lucy　Wightmanへの求婚，という3つのそ

れぞれ別個の出来事が，アーノルドの内面に

おいて，いかに関連し，それらがどのような

自己認識に通じたか，をホーナンは精細な筆

致で跡づけている。

　第2部では，1851年から1888年までの37

年間にわたる，視学官，オックスフォード大

学詩学教授，文学・社会・宗教批評，アメリ

カ講演旅行など，主として公的活動のあとを

たどっている。視学官という地位は，ある程

度の権威を伴うものであったにせよ，その任

務は全イングランドの労働者階級およぴ下層

中流階級の4歳から13歳までの子弟のため

の学校を視察してその結果を報告し，加えて

教育実習生の答案を調べることであった。地

方の安宿に泊って体調をこわしても，時間ま

でにきちんと学校に出かけて視察を済ませて

いる。幼い生徒にやさしく話しかけたり，頭

を撫でてやったりすることも厭わなかった。

彼は，このつらい厄介な仕事を，初めから使
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命感に燃えて引き受けたわけではない。差し

当って，結婚後しばらくの暮らしの見込みを

立てるために，ほかによい職が見つからない

ままに，この仕事に就かざるを得なかったの

である。ホーナンは，アーノルドが教育の仕

事に次第にのめり込んで行き，死去の2年前

まで，実に35年の長期にわたって職務にい

かに忠実であったかを，ヴィクトリア朝中期

の教育行政をめぐるかけ引きの有様を時折交

えながら，余すところなく語っている。

　また，この伝記を通して，当時の社会慣習，

精神風土に，随所に，貴重なサイドライトが

投じられ’ていることも見逃せない。例えば，

当時の兄弟姉妹関係は異常なほど複雑であり，

兄弟姉妹は互いに今日では考えられないほど

の強いきずなで結ばれていて，それはしばし

ば肉体的接触によって表現されることがあっ

た，という指摘などは，ヴィクトリア朝の小

説に親しむ者には思い当たるふしがあるはず

である。

　この伝記を読んで最も心を動かされるのは，

このr偉大なヴィクトリア朝名士」が生涯を

通じて垣間見せる人間的弱さであろう。鉄製

の脚矯正器をはめさせられて自意識過剰にな

り母親の愛情にすがる幼い日のアーノルド，

オックスフォード在学中羽を伸ぱし過ぎて第

1級優等試験に失敗してしまうアーノルド，

スイス湖畔のホテルの・ビーで青い目の美女

メアリー・クロードの現われるのを空しく待

っていたアーノルド，2人の息子を若くして

病気で失い，自分は子供たちに対して厳し過

ぎたのではなかろうかと反省し（決してそう

ではなかったのだが），三男リチャードを散

散甘やかしてしまうアーノルド。こうした人

間味あふれたアーノルドの魅力は捨て難い。

　アーノルドの偉大さについては，すでに余

りに多くのことが語られてきた。ホーナンの

伝記は，アーノルドがr著名なヴィクトリ

ア朝人士のうち最も愛すぺき者のひとり」

（Basil　willey評）であったことを確証して

いるo
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